
新年度が始まりました！ 今年度もアンダンテ21にとって飛躍の一年となるよう、活動
にご協力のほどよろしくお願いします。

活 動 報 告

1月22日、松江くにびきメッセで開催された、

山陰合同銀行 森を守ろう！山陰ネットワー
ク会議10周年事業に体験ブースを出展しまし

た。来場者のみなさんは、海で拾ったシーグ
ラスや貝殻などの天然デコレーションを使っ
て、オリジナルの写真立てやリースなどを
作っていました。

海のデコレーション教室
（森を守ろう！山陰ネットワーク会議)

益田川冬季クリーンナップ

（水産多面的機能発揮対策事業）

11月に益田川下流の清掃を行いましたが、

海ごみの逆流や不法投棄などで再び汚れ
が目立ち始めたので、1月29日に冬季クリー
ンナップを実施しました。会員11名の他にダ
イワボウレーヨンさんからも10名ものご参加
を頂き、210㎏のゴミを回収しました。
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冬季調査活動
（水産多面的機能発揮対策事業）

年末から一月にかけて、ハマグリ稚貝調査や益
田川の内水面生態系調査などの、冬季調査活
動を実施しました。また、この一年間でおこなっ
た調査・モニタリング活動を一冊の報告書にまと
めました。事務所に来られた会員の皆さんには
お渡ししていますが、ご希望があれば郵送いたし
ますのでご連絡ください。（HPからもご覧いただ
けます。）



河川を考えるシンポジウム開催
（益田川水環境再生協議会）

3月20日、EAGA大ホールにて「くらしと川を考え

るシンポジウム～何としょうや！益田川～」を開
催しました。アンダンテの会員が益田の河川の
自然環境と現在抱える問題について講演、その
後住民や行政など様々な立場の来場者による
意見交換を行い、協働による河川管理の可能
性について皆で模索する場となりました。

年 間 行 事 予 定

年度初めの総会を下記の通り開催いたします。会員の皆様には是非ご出席いただき
ますよう、よろしくお願いします。当日のご都合がつかない正会員様におかれましては、
お手数ですが必ず同封の委任状をご提出いただきますようお願いします。

【日時】 4月22日（土） 9:30～11:00 （終了後懇親会 会費1000円）
【会場】 アンダンテ21事務所（駐車場が少ないのでご配慮ください）

2017年度 アンダンテ21総会のご案内

日にち イベント内容 時間と会場
4月22日（土） アンダンテ21総会 9:30よりアンダンテ事務所にて
5月11日（木） 水産多面的機能発揮対策事業総会 17:30よりアンダンテ事務所にて
6月 交流イベント（海の命をいただく会） 飯浦漁村センターにて
7月 津田海岸清掃 津田海岸にて
7月30日（日） 川ガキ講座 匹見にて
8月5日（土） ハマグリ稚貝調査 8:00より津田、中須海岸にて
8月19日（土） 第一回石倉カゴ調査 10:00より津村橋にて
9月2日（土） 親子釣り教室 中須海岸にて
9月30日（土） 第二回石倉カゴ調査 10:00より津村橋にて
10月 どんぐり植林 二条植林地にて
11月上旬 益田川ヨシ刈り取り 月見橋上流のヨシ刈作業
11月18日（土） 益田川一斉清掃 8:30より清掃開始

12月13－17日 第8回ハマグリ貝アート展 グラントワ多目的ホールにて、準備は11日9:00より

1月 冬季益田川一斉清掃 8:30より清掃開始
2月 アンダンテセミナー 市内会場にて

今年度の主なイベント予定（案）

正式な日時が決定し次第、逐次ご連絡いたしますので、スケジュール調整をお願いします。



メンバーズ・コラム

息子たちを川ガキに！ H29年入会 寺澤陽子

今年１月に入会した寺澤陽子と申します。昨年８月の石倉カ
ゴ調査、中須浜での釣り体験等、
子どもたちと一緒に様々な行事に参加させてもらっています。
今年度から小２、年長の息子たちは身近な川や海、生き物
たちに興味深々。
しかし、私に思いつくのは自宅裏の益田川で魚を掬ったり、山
で虫を捕ったりといった程度。。。
そんな時、親だけでは体験させてやれないアンダンテ２１の
ダイナミックな企画に子どもたちが大喜び！入会後も、川ガ
キ講座など楽しみな行事が満載です。

また、自宅には薪ストーブがあり、薪を作るために家族が山に木を伐りに行ったりもしています。森林関係のイ
ベントでもお世話になるかと思います。
どの方面も全くの素人ですが、様々な活動にご一緒させて頂ければと思っています。
子どもたちも騒々しくてご迷惑お掛けすることもあるかと思いますが、よろしくお願い致します。

廣田です。 H28年入会 廣田 理史

生まれてから高校を卒業するまで、益田市横田町で生活して
いましたが、大学から平成26年3月までは益田市を離れていまし
た。縁あって、平成26年4月から津和野高校で勤務することとな
り、22年ぶりに益田市横田町で生活することができるようになり
ました。
過去の益田市での生活をふりかえってみると、小学校までは

家周辺の小川でフナやドジョウ採りを、中学からは大川（高津川
のことを大川と言っていた）デビューをし、もじを使ってのウナギ
採りを、大学からは匹見川上流域での渓流釣りと・・・常に高津
川の流れに触れながら、自然の中で成長させてもらったと感じて
います。

久しぶりの益田市の生活ですが、1月頃から薪ストーブ用の薪を集め、4月中旬から8月下旬までは渓流釣り、9
月～12月は何となく自然と遊ぶといったスタイルができつつあります。今年の目標は3人の子どもと一緒に泊あり
のキャンプに出掛けることにしています。
また、山からの薪、高津川や日本海からの食材、美しいフィールドなど、多くの自然の恵みをもらいながらの生

活をしていると、益田市の素晴らしさを改めて感じさせられます。そして、高津川にはダムがなく、森と海が健全な
河川によってつながっており、森里海の連環学のモデルになるような環境がこの地域には残されているのも魅力
の一つです。私の中学時代の高津川を思い出してみると、とんでもない大きさのアユカケが見られたり、泥のほと
んど付着していないツルツルの石がほとんどだったり、出合（高津川と匹見川の合流点）にはもっと水量があった
りと・・・今よりも勢いのある高津川だったように思います。しかし、近年次々と高津川の状況が変化するのを見て、
自分の子どもたちが大人になった時には高津川はどうなっているのだろうか？と心配に思うことが増えてきていま
す。
久しぶりに益田市に帰らせていただいたことを契機に、この素晴らしい自然を守る力に少しでもなれればと思い、

この度アンダンテ21の会員にさせていただきました。生物の教員をさせていただいている関係で、28年度もご協力
をいただきましたが、今後も多くの面でアンダンテ21の皆様のお力をお借りすることがあると思います。その際は
何卒よろしくお願いいたします。
まったくと言っていいほどアンダンテ21の活動に参加することができていませんが、少しずつになるかもしれま

せんが、定期的に行われている清掃活動等にも参加させていただきたいと思いますので、今後ともよろしくお願い
いたします。

メンバーズ・コラムでは、会員の皆様からの寄稿をお待ちしております（非会員の方の投書も可）。アンダンテの活動への想
いのみならず、趣味や雑感など何でも結構ですので、お気軽にメールでお寄せ下さい。



事務局の経理担当が変わります。

平成26年から経理・労務業務を担当していただいた佐々岡由香里さんが、ご出産のため3月末を
もってご退職されました。それに伴い、4月からの経理・労務業務を、佐伯俊枝さんにご担当いただ
く事になりました。新体制の事務局を、今後ともよろしくお願いいたします。

お問い合わせ

発行元： NPO法人アンダンテ21事務局
〒690-0032 益田市水分町18-10
TEL/FAX： 0856-24-8661
E-mail： andante2100@gmail.com

新規会員募集中

活動の拡大のため、新規会員や協賛企業を募集しています。会員の皆様におかれましても、お声掛
けにご協力ください。会員募集と申し込み用紙の資料は事務所にございます。
個人年会費 10000円（正会員）、3000円（賛助会員） 企業協賛金 一口50000円

2017年 渓流解禁！ 事務局長 齋藤遼

3月1日 待ちに待った解禁日に匹見川に釣行した。ゴギの渓はまだ雪
深く入渓は断念し、下流で放流ヤマメを狙った。 ルアー釣りにはまだ早
いかと思ったが、6匹のヤマメがミノーに出てくれた。 その帰り、益田川に
立ち寄りルアーを投げてみると、ここでも3匹のヤマメが釣れた。この川は
解禁日前の成魚放流を行っていないため、本当の天然ヤマメである。今
年の目標は、益田川水系でゴギを確認（おそらくいるはず）することだ。

前回のコラム「辛味の科学」では、ワサビの辛味が発生するメカニズムを紹介しました。ま
ずはその復習から。
さて、ワサビの茎を叩いたり、根茎を摺りおろしたりすると、ワサビの細胞が破壊されます。
それによってミロシナーゼという酵素とシニグリン配糖体と呼ばれる苦味成分がご対面、酵
素の反応が始まり、辛味成分であるアリルイソチオシアネート(AITC)等に分解されます。
因みにシニグリンは通常の細胞に、ミロシナーゼは異型細胞のミロシン細胞（右写真）に
含まれています。逆にいえば、この２つの細胞をうまく壊さないと、苦味が残ってしまい、か
つ、辛味と甘みが少なくなってしまいます。つまり、不味いワサビとなってしまうのです。した
がって、ワサビのおろし道具には、これら２つの成分をうまく取り出すために、同時に２種類
の細胞を壊す性能が求められます。

結論から言えば、お勧めは以下２種類、それぞれの詳しい説明はアンダンテのＨＰを確認してください。因みに私
自身は、ＴＰＯに応じて両方使い分けて愛用しております。
●ワールドヴィジョン 鮫皮おろし 長次郎大 ¥2,900(オーベルジュわさび販売価格)
●ツボエ サメ吉小 ¥1,366（Amazon販売価格）
尚、一般的なおろし道具は大根用であり、ワサビにはお勧めできません。刃（目）が大きすぎて、うまく細胞を壊
すことが出来ないからです。むしろワサビの良さを損ね、生ワサビを使う意味が無いと言えるでしょう。

わさびクンのつぶやき～第二章 おろし道具の総選挙～
オーベルジュわさび支配人 三浦祐二

アンダンテ21は地元の企業からも協賛を得て一緒に活動しています。


